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     濡 水,穂 村,石 割,佐 治,武 藤:17,6Mevγ 線 に よ るCuC2(γ ・n)Cu62反 磨 に就 て
  , 4・17,6Mevγ 線 に よ るCu63(γ ・n)Cu62反応 に 就 て
       清 水 榮,植 村 吉 明,石 割 隆 太 郎,佐 治 淑 夫,武 藤 二 郎
 吾 々研 究室 に於 ては数 年來L{(p・ γ)反 慮1こよるほぼmonochromaticな17.6Mevのγ線並
びに それ による各種核 反慮 の研究 を行 つて來 たが,今 回 この γ線 に よつ て生歩 るCu6L'の 誘導
β線敏 射能 を特殊 な方法で測 定 し,Cue・ ・](r'τ n)Cu62反 慮 に封す る確 率断面積 を求 めナ=.
 實験 の原 理 はCll62の β"線(Max.2.6 Nev)を 測 定す るに際 し,薄 い雲 母窓 を持つencl・
window二 型 のG・M計 敏管 を用 い,資 料銅板の厚 さを漸 次薄 くして(β+線 強度/厚 さ)の 攣化
を測定 し,外 挿法 に よ り厚 さ零 換言すれば この β+線 の銅 自身 に よる白己吸牧 のない場合,即
ち銅板 内 に生 じ7:Cuc2原 子の総敏 を實験的 に知つ たこ とで あ る、
 實際 の測 定 は γ線 源 であ るLi衝 極 の直下 に2枚 の銅 圓板 を軍 ねて置 き一定時問aclivateす
る.こ の一方は常 に同 じ大 きさ(径r40mm,厚 さ= O.95mm)の 資料 でmonitorと して使 用 し,
他 の費料 は径 を等 し く(径=22Smm),厚 さを攣 える.
 爾資料 の 研 線 放射能 をas 34mm,有 効長30mmで,一 端 に雲母薄 窓 を有 す る2個 の同 じ大
きさのG-ll計 敏管 で同時 に測定 した.但 し雲 母窓の厚 さはmonitor月1の 計敷管で は6.13mg
/cm2,資 料 用の方 は3.79mg/em2で あ る.γ 線 は衝極 よ り29.4cln離 れた位置 にあるIXI径 2Cm,
有効長2cm,壁 厚6.51nmの 鉛製G-M計 激管 で測定 した.γ 線 は8分 問連綾 照射す る.こ の
間 γ線 の放 射 は一様で ないので30秒 間毎 の γ線 討敏 を測 定 した.γ 線 照射後1分 開経つて爾資
料 に誘導 され ナこB+線 放射能 を上記 β線川G-M計 数管 で10分 間測定 す る.monitor資 料の計
数 をNo,厚 さを墾 え る方 の資 料の計敏 をNpと す る.       第1圖
厚 さは輩fbk面 積當 りの重 さWsで 表 わす. Np/(N『 。×Wg)   ,  `
のWsに 勤 す る攣 化を測定 して第1圖 の結 果を得 た.
糊 定翻 期 殿 の繰 で一 きに呵 小さ暢 合 1
には愼重に實験回敷を多 くした.こ の測定より外挿法   岬   ・
によ り厚 さが零 にな・搬 では.親 。謙 一・g2・1
な るこ とが求 め られ た.一 方Cu62の 牟減 期Tは 敏 十  言le
回に亘る測定にRpierlsl)の 嚴密な計算法を適用 し. さ
T=10.51±0.4 mlnを 得 た.
 あ る資 料例へ ばNo.5(w、=O.2969/cm2)に就 てβ・     あ・FA・η風 一   ・ `'撫
線 を測 定 した10分 聞 に崩壌 す るCu62原 子 の撒Aは   ",一 5 6 1 H
                             5・mrtt N・C
t1(;3(γ・n)Cu62反 慮 の確率断面積 を σ とすれば,
                             エほ
   A-一 ×〔tfle.、x2装2・ 。〕・(1-・ 一)～1.e-・ ・λ)・・1?n'{(9'o'"')・…・く1)
           Xl            No・5
薮で ・ば ・'・;2の難 微 で侃Tよ り・一丁詣,・ ・は 瀬 照射物 醐 少劒 漸 敗
飽 よ資料の厚 さ(Cmで 表 わす), m1は 銅1Cm3中 の(u63原 子 の敬,α は測 定 した γ。計数 よ1)
         t          (23)
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實際 に放 射 されてい る γ一hvの 総融を求 め るために乗すべ き係敷 で,こ の計算 には使用 した γ一
線G-M計 数管 の17.6Mevγ 一hvに 封 す る感度 として園 田氏2)の 理論値0.282を 採用 した. N 1,
x2は 衝極 よ り資料 の上面 及び下面 までの距離 で, x l=1.35mm,ま たx,2=1.66mm(No.5資 料
の場合).r。1は 資料 の牛径 で11.4mmで あ る.
 一方 β→線測 定の側 よ りみ る と,10分 聞 に崩壌 したCu62原 子 の敬Aは 次 の式 で與 え られ る.
     偶)×・・Cp×()in・諜 瓢;進 鑛 ≠血L、
     碗 轡一 蜘){罐 ぎ 叡〕鎧;(・)
 藪 でCβ は資料 の片側 の面 よ り出る β+粒 子の うち何%が β線 計激管 で計数 され るか とい う
割合に封すろ補正係敷 で,資 料 と計数管の距離 を攣 え,ま た資料上 のCし 、62の 分布,計 撒 管の
感度等 を考 慮 して種 々實験 の結果Cβ=2.0土0.2をf3た. C。、は資 料用計数管 の窓 の雲 母に よる
Cu62の β+粒子 の吸牧 に封 する補正係:撒で貫験 によ りC。、=LO4了 の値 を得 た.第1圖 の測定 に よ
り11m(Np/N・ ×w)=2.92, N。 は測 定値4939.1を 用 いる.
  もウ 
 (1)と(2)式 を等 しい とお き,上 記 の数竹を代 入 して σの値 が得 られ る.得 られた結果 は17.6
Meゾ γ綜 によ るCu6,a(γ ・n)Cu62反 慮の確率断面積 σは
      σ=9.6×10-2fiCm2士20%                  へ
ま たCu62の 孚 減 期T= 10.51土0.4min,
 こ のaの 値 は 以 前W.Rothe及 びW. Gentner:})がrollghな 實 験 よ り得 た 値5×10}26cm2
よ り,ま た 理 論 的 に 豫 想 せ られ て い る 値 よ り多 少 大 きい.樹 σ を 算 出 す る 際 採 用 し た 吾 々 の γ・
線 計 敏 管 の17.6Mevγ 一hvに 封 す る感 度 が 更 に 正 確 に わ か れ ば,こ の σ の よ りiEし い 値 が 求 め
る こ と と、圏Lう..                             、
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別 研 究 生 安 見 眞 次 耶 氏 に封 し厚 く感謝 の意 を表 し,併 せ て 本研 究 は文 部 省 科學 研 究 費 に よつ て 行 わ れ た こ と
を附 記 し謝 意 を表 す る.
 1) R.Pierls, Proc. Roy. Soc.,149,467(1935).
 2)園 田正 明,Journ. Pllys. Soc., Japan.印 刷 中,
 3)W.Bothe und W. Gentner, ZS. f, Phys.106,236(1937).
               (昭 和 24年 7 月 13 日 .受 理)
                    (24)
